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9/13(日)、敬老祝賀会を開催しました。感染予防の対策を
とりながらでしたが、華やかにお祝いすることができました。

式典は4ユニットごとの2部制で人数制限をしながらの開催
としました。節目となる年齢の方への表彰とご利用者様全員
へ記念品（お菓子）を贈りました。今年は米寿6名・白寿1名・
百寿3名・百歳以上の方3名の計13名の方が表彰となり、皆
で祝福しました。また、ご入居者様全員に向けて、長寿を祝
福するメッセージも贈らせて頂きました。

式典のあとは、各ユニットで食事会を実施しました。この日
に向けて、それぞれのユニットで心を込めて飾り付けをして
おり、明るい雰囲気のなかで豪華な食事を楽しむことができ
ました。

ご家族様やご来賓の皆様をお招きできなかったのはとても
残念でしたが、ご利用者様にご満足頂ける時間になったと
感じています😊

感染予防対策を実施した上で

記念撮影しました！
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同様のことがないように気を引き締めて参りたいと思います。
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輪投げのあとは、

お菓子のつかみ取り♪

せっかくのお祭りの日は童心に返って

楽しんでもらいたい！ というわけで、

おもしろ企画も準備しました♪皆様

夢中になって楽しんでくださいました。

【第1部】はお昼ご飯を兼ねての模擬店巡り♪お祭りと

いえば毎年恒例の職員手作りの焼きそばです！今年も

鉄板を用意してたくさんご用意しました。

【第2部】は“おやつ”と“遊び”の時間です。かき氷とチョ

コバナナ、ミニゲームを用意し、和やかな時間を過ごし

ました😊

7/26(日)、施設内でお祭りを開催しま

した。雰囲気作りから気合いを入れて、

元気いっぱいにスタートしました！

かき氷

楽しめたよ！

いろんな味が

金魚すくい！



(３) 第 47号 憩いの里だより　　　　　　　　　　　　　　　　　令和2年10月1日

毎号各ユニットを巡る「毎日の風景」★

今回は 特養全体をご紹介します！
★

駄
～ソフトクリームイベント～

かき氷

楽しめたよ！

いろんな味が

感染予防対策のため、なかなか施設内の様子を見ても

らうことができない今、少しでも夏の思い出を共有できれ

ばと思い、写真を集めました！この夏も施設内ではいろ

いろな楽しみがありました♪

グルメ、

夏レク、

工作…💡

魚釣りのあとは金魚すくい！
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作業療法士・博士(保健医療科学)の久保田智洋先生によるご講演

祥風会では、介護職員初任者研修・
介護福祉士実務者研修を行っており
ます。興味のある方はぜひお問い合
わせください。

詳しくは祥風会ホームページをご覧
ください。

URL：http://showfukai.com/
担当：研修室室長 河田（かわた）
TEL： 029-896-3521

令和2年6月～令和2年9月 1件

送迎中の車両を見かけた方より、不安に感じたとの内容でご連
絡を頂きました。頂いたご意見をもとに職員間で話し合い、以
下の通りの改善策を講じることと致しました。
≪安全運転宣言≫
・出発、到着時「安全運転で行ってきます～安全運転で
戻りました！」と声の掛け合いを実施する。

・安全第一で「相手に譲る」思いやり運転を実施する。
・全車後方に「安全運転実施中」ステッカーを貼り、
皆様に宣言することでドライバーの意識向上を目指す。

≪その他≫
安全運転教育を定期的に実施致します。
ドライブレコーダーを設置し、定期的な運転確認を行います。

憩いの里送迎車両を見掛けに際に、お気になる事がございまし
たら、どうぞご遠慮なくご意見いただければ幸いです。今後も
同様のことがないように気を引き締めて参りたいと思います。

≪2020年度 今後の開講予定≫

初任者研修 ★土曜コース

・１１月７日～
（実務者研修は受付を終了しました）

勉強会 開催✍

「チーム連携のための国際生活機能分類(ICF)の活用について」
というテーマで勉強会を開催しました。「Aさんは○○ができな
いからそれを補うための～なケアをしよう」ではなく、「Aさん
は（○○はできなくても）△△ができるから、～なケアがあれ
ば□□ができるよね！」と、できる事に着目することの大切さ
を学びました。少しでも多くのご利用者様のニーズを満たすこ
とができるよう、チームでケアを考える際のベースとなる価値
観として職員間で統一していきたいと思います！

編・集・後・記

酷暑の夏も過ぎ、ようやく一息
つける気候となりました。皆様
いかがお過ごしでしょうか？コ
ロナ対策でご家族様や地域の皆
様との十分な交流ができない状
況が続いています。でも、でき
ないと悲観せず、できる事を目
一杯楽しみたいですよね♪(ICF
の考え方は物事の捉え方全般に
応用できることに気づきました!)
広報誌は、憩いの里の明るい日
常を少しでも感じてもらえるよ
うにと思って作成しています。
うまく伝わりますように✨

広報委員会

～ご入居者様の今後の予定～

〇インフルエンザの予防接種を10月～順次開始します。
〇10月20日(火)に健康診断を実施します。

「コロナに備える」ということで、もしものときに備え、改めて防護
具の着脱方法を職員一人一人にレクチャーしました。頭では分かって
いるつもりでも、実際に使う機会がないといざという時に慌ててしま
います。手順は、ただ暗記するだけでなく、「なぜこの手順なのか」
という理屈と共に覚えることが大切です。今後も、万全の感染症対策
を取りながら、安心した施設生活を守っていきたいと思います。


